






























(1)補強により， コンクリ ー トおよび鉄筋応力度が減少するので， 疲労耐久性が向上する。

(2)補強により， 床版のせん断耐力ではなく， 押抜きせん断耐力が向上する。

(3)補強により， 炭素繊維シー トが引張材の役割を果たすため， 曲げ耐力が向上する。
(4)上述のように，炭素繊維シ ー トが引張材の役割を果たすため，ひび割れの開閉が抑制される

。
正解(2)

［問題 39] 
プレストレストコンクリ ー ト桁において， PC鋼材が腐食により破断し， 断面下縁のプ

レストレスの一部が消失した。このため，下図に示すように外ケ ー ブルにより支間中央餅
面(A - A断面）の下縁に5.0N/mm2 のプレストレスを再導入する場合外ケ ー ブルの

総緊張力として，次の(1)~(4)のうち ， 最も近いのはどれか。
ただし，断面諸元は以下に示すとおりである。また， 外ケ ーブルの施工に伴うプレスト

レス量の損失は無視するものとする。
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断面諸元
桁の断面積 ：A=6.0xl05mm2 

桁上縁の断面係数：Zu=2.l7Xl08mm3 

桁下縁の断面係数：ZL=l.42Xl08mm3 

(1) 650kN

(2) 760kN

(3) 900kN

(4) 3000kN 

外ケーブルの総緊張力 Pによる下縁応力度(JL は， 下式のように軸力成分によるものと， 総

緊張力Pに偏心距離eを乗じた曲げモ ー メント成分によるものの和によって求まる。

P, P·e 
か万―+

zL 

上式に，設問で与えられている(JL = 5.0 N/mm2, A = 6.0 x 10 5 mm2, ZL = 1.42 x 10 8 mm3, e

拉 850mmを代入すると，以下のようになる。

-こ+ px850 =56X10 5 L42X1び
この方程式を解くと，P=6.5 X 10 5N=650kNとなる。したがって， 最も近いのは（1)である。

正解（1)

［問題 40] 
海岸近くにある鉄筋コンクリ ー ト構造物について，現時点で，必要な箇所に対して25

百万円の費用で， 断面修復工法による補修を行った。今後60年間の維持管理のシナリオ
として，20年ごとに60年後まで， 同じ補修を繰り返した場合に， 維持管理費用の現在価
値として， 次の(1)~(4)のうち ， 最も適当なものはどれか。

なお ， 維持管理費用の現在価値への算出にあたっては， 割引率を2%,物価変動を0%
とし， 維持管理費用には現時点での補修費用も含むものとする。現在価値への換算では下
表の値を用いてもよい。

現在価値への換算に用いる値
経過年(n) (1 +0.02) n の値

5 1.104 
10 1.219 
15 1.346 
20 1.486 
25 1.641 
30 1.811 
35 2.000 
40 2.208 
45 2.438 
50 2.692 
55 2.972 
60 3.281 
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